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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

原木シイタケ子実体の 137Cｓ濃度はシイタケ原木の辺材部の 137Cｓ濃度にしたがって上昇する

相関関係が認められている。しかし、この関係からのみでは説明できないばらつきもあること

から、既往の研究を参考に、子実体への 137Cｓ移行しやすさ（移行率＝子実体 137Cｓ濃度/原木

の辺材部の 137Cｓ濃度）に子実体収量が及ぼす影響を検討した。結果、子実体収量が少ない場合

に子実体へ 137Cｓが移行しやすくなる関係性が認められた。 

                                                                                                                       

（１） 県内産のコナラ原木（13 本）の一部を採取し、辺材の 137Cｓ濃度を測定した。この原木に

令和2年4月に市販のシイタケ種菌を植菌した後、ビニールハウス内で管理した。その後、

令和3、4年の9月の2回にわたり子実体（８分開き）を発生させ収穫し、発生回毎に子実

体の 137Cｓ濃度とほだ木1本あたりの子実体収量（生重量）を測定した（図－1）。 

（２） 子実体及び辺材の 137Cｓ濃度から移行率を求め、子実体収量との関係を確認した。結果、137C

ｓ移行率は、子実体収量が少ない場合に高く、子実体収量が多くなるにつれて緩やかに低く

なる関係性が認められた（図－2）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 原木シイタケ子実体への 137Cｓ移行は子実体収量が少ないほど生じやすくなる関係性があ

ることが示された。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 子実体の 137Cｓ移行率に及ぼす子実体収量の影響の程度は、発生回によって変動する場合

がある。 
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Ⅱ 具体的データ等     

 

     

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 (発生 1回目) 

 

図－２ 子実体への 137Cｓ移行率と子実体収量の関係 
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図－1 栽培試験の様子 

n＝13 

n＝11 

*
 137

Cs濃度は、子実体は含水率90％換算値、辺材は含水率12％換算値とした。 


